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友好都市日立市へお見舞いを申し上げます
　９月10日、熱帯低気圧に変わった台風13号に伴う記録的な大雨で、市役所付近の河川からの越水によ
り、市役所地下電気室への浸水や、市内各所で複数の大規模な土砂崩れなどが発生しました。被災者の皆
さまにお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復旧と通常の生活が営まれることをご祈念申し上げ
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員一同

　
あ
れ
ほ
ど
の
猛
暑
、
酷
暑
が
遠

い
日
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

広
が
る
田
園
は
黄
金
色
の
海
と
な

り
、
頭
を
垂
れ
た
稲
穂
も
し
っ
か

り
と
刈
り
取
ら
れ
、
新
米
の
季
節

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
９
月
よ
り
４
年
間
の

議
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
議
会

だ
よ
り
を
担
当
す
る
『
広
報
常
任

委
員
会
』
の
委
員
も
新
し
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
読
み

や
す
く
わ
か
り
や
す
い
記
事
と
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
取
材
に
伺

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際

に
は
、
ぜ
ひ
、
笑
顔
で
お
迎
え

く
だ
さ
い
ね
。

竹
俣
　
朋 

記

　議会だより第117号の表紙を飾った、山辺町の貴重な文化財「杉下の大杉」が倒れていると第一報
が役場に寄せられたのは７月13日でした。12日の夜から翌日の未明にかけて倒れたのではないかと
のことです。
　その連絡を受けて現場に行って確認したと
ころ、勇壮な姿のあの大木が見るも無惨に根
本から南に向かって崩れ落ちていました。地
元の大寺の方々、また数多くの町民の皆さん
に愛された大杉の最期でありました。
　童謡にもあるように「村の鎮守の神様の・・・」
と約一千年もの間、杉下地区民を見守ってき
た歴史を思うと本当に残念でなりません。
　町民の皆さまには数々の伝説を有した蟠龍
の大杉を心に刻んで、後世に語り継いでいっ
てほしいと願うばかりです。

　
山
辺
中
学
校
『
あ
た
ご
祭
』
の

紅
白
の
陣（
体
育
祭
）が
10
月
５
日
・

６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
む
う
ち
に
時

折
雨
が
降
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
生
徒
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い

で
す
。
す
べ
て
の
種
目
が
チ
ー
ム

戦
で
、
中
学
生
ら
し
い
と
て
も
パ

ワ
フ
ル
な
戦
い
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
10
月
30
日
に
行
わ
れ
た
合
唱
祭

を
あ
わ
せ
て
『
あ
た
ご
祭
』
と
言

い
ま
す
。
今
年
か
ら
通
常
開
催
と

な
り
、
あ
ふ
れ
る
笑
顔
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

一千年もの間私たちを見守ってきた大杉
～議会からのメッセージ～

町民に愛された大杉 根元から倒れてしまった現在の姿
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山辺町議会
ホームページは
こちら
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第２回臨時会 新しい議員の誕生！

定例会・決算認定 令和４年の主な重点事業

決算特別委員会 暮らし向上にどう生かされたか？

議案審議 より良いまちづくりを目指して

一般質問 町政のここはどうする？

議会活動報告 新しい町への挑戦・イベント情報
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定例会・決算認定 令和４年の主な重点事業
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議案審議 より良いまちづくりを目指して

一般質問 町政のここはどうする？

議会活動報告 新しい町への挑戦・イベント情報
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第２回
臨時会

じり　ん

９月１日

議　長 議　長 神保 　稔神保 　稔  氏氏
副議長 副議長 渡邉 裕二渡邉 裕二  氏氏

令和５年　新しい議員の誕生！令和５年　新しい議員の誕生！

　
８
月
27
日
執
行
の
町

議
会
議
員
選
挙
で
新
し

い
議
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
新
体
制
で
初
の
臨

時
議
会
が
９
月
１
日
に

開
催
さ
れ
、
議
長
に
神

保
稔
議
員
、
副
議
長
に

渡
邉
裕
二
議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
、
副
議
長
と
も

投
票
と
な
り
、
議
長
選

は
神
保
稔
議
員
、
鍋
倉

竹
志
議
員
と
も
に
６
票

を
獲
得
し
、
抽
選
と
な

り
ま
し
た
。
副
議
長
選

は
、
渡
邉
裕
二
議
員
７

票
、
竹
俣
朋
議
員
５
票

の
獲
得
で
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
委

員
、
特
別
委
員
会
委
員

な
ど
を
選
任
し
、
４
年

間
の
議
会
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

町
民
の
幸
せ
と
、

町
民
の
幸
せ
と
、

��

議
会
の
活
性
化
を
め
ざ
す
！

議
会
の
活
性
化
を
め
ざ
す
！

副
議
長
あ
い
さ
つ

�

渡
邉　

裕
二

　

座
右
の
銘
は
〝
名
人
は

人
を
謗
ら
ず　

己
の
長
を

説
く
こ
と
な
か
れ　

他
人

の
短
を
言
う
な
か
れ
〟
自

慢
は
せ
ず
、
人
の
こ
と
を

決
し
て
批
判
し
な
い
。
そ

の
よ
う
な
人
間
に
な
れ
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
精
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
社
会
の
中
、
こ
の
町
の

人
口
も
少
し
ず
つ
で
す
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

住
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
町
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
異
常

気
象
の
中
、「
い
つ
」「
ど

こ
で
」
ど
ん
な
災
害
が
起

き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
町
は
比
較
的
災
害
の

少
な
い
町
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
は
『
災
害
に
強

い
町
や
ま
の
べ
』
を
目
指

し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
長
を
補
佐
し
、
議
会

の
雰
囲
気
が
明
る
く
な
る

よ
う
心
掛
け
、
よ
り
円
滑

な
議
会
運
営
に
な
る
よ
う

鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

議
長
あ
い
さ
つ

�

神
保　
　

稔

　

こ
の
た
び
、
９
月
１
日

開
催
の
議
会
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

未
だ
収
束
の
見
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
燃
料
、
物
価
、
電

力
料
金
の
高
騰
な
ど
で
日

常
生
活
が
大
変
厳
し
い
状

態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
地

震
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
自

然
災
害
へ
の
迅
速
な
対
応

な
ど
喫
緊
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
議
会
と
し
て

も
町
当
局
と
よ
り
一
層
の

連
携
・
協
調
を
図
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
諸
問

題
に
対
処
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
負
託
に
こ
た
え

る
責
務
を
負
う
議
会
は
、

議
員
12
名
が
信
頼
と
尊
重

を
堅
持
し
、
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
、
地
位
・
使
命
・

職
責
を
理
解
し
認
識
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
深
刻
化
す
る
議

員
の
な
り
手
不
足
な
ど
の

諸
問
題
に
も
真
摯
に
立
ち

向
か
い
、「
町
民
の
幸
せ

づ
く
り
」
と
「
積
極
的
な

議
会
活
動
」
を
目
指
し
て

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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○
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◇
議
会
運
営
委
員
会

　

◎
武
田
啓
一
郎　
　

○
樋
口　

和
男

　
　

鍋
倉　

竹
志　
　
　

渡
邉　

裕
二

　
　

佐
藤　

利
和　
　
　

竹
俣　
　

朋

◇
国
道
４
５
８
号
改
良
促
進
特
別
委
員
会

　

◎
渡
邉　

裕
二　
　

○
佐
藤　

利
和

　
　

樋
口　

和
男　
　
　

鍋
倉　

竹
志

　
　

武
田
啓
一
郎　
　
　

遠
藤
真
由
美

　
　

竹
俣　
　

朋　
　
　

三
浦　

正
好

　
　

鈴
木　

誠
也　
　
　

村
山　

幸
一

　
　

日
野　

一
春　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
最
上
川
中
部
水
道
企
業
団
議
会
議
員

　
　

武
田
啓
一
郎　
　
　

佐
藤　

利
和

　
　

竹
俣　
　

朋　
　
　

◇
山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　

樋
口　

和
男　
　
　

渡
邉　

裕
二

◇
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　

鍋
倉　

竹
志　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
山
辺
町
監
査
委
員
（
議
選
）

　
　

遠
藤
真
由
美　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
山
辺
町
振
興
審
議
会
委
員

　
　

樋
口　

和
男　
　
　

武
田
啓
一
郎

　
　

三
浦　

正
好　
　
　

村
山　

幸
一

◇
山
辺
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
　

渡
邉　

裕
二　
　
　

三
浦　

正
好

　
　

鈴
木　

誠
也　
　
　

日
野　

一
春

◇
山
辺
町
社
会
教
育
委
員

　
　

佐
藤　

利
和　
　
　

鈴
木　

誠
也

◇
山
辺
町
ふ
る
さ
と
資
料
館
運
営
委
員
会
委
員

　
　

村
山　

幸
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
山
辺
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　
　

樋
口　

和
男　
　
　

日
野　

一
春

◇
山
辺
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　
　

鍋
倉　

竹
志　
　
　

竹
俣　
　

朋

◇
山
辺
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

　
　

鍋
倉　

竹
志

◇
山
辺
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

　
　

鍋
倉　

竹
志

◇
民
生
委
員
推
薦
会
委
員

　
　

神
保　
　

稔　
　
　

鍋
倉　

竹
志

◇
社
会
福
祉
協
議
会
監
事

　
　

鍋
倉　

竹
志

◇
山
辺
町
観
光
協
会
理
事

　
　

渡
邉　

裕
二　

各
委
員
会
等
の
構
成
◎
委
員
長

○
副
委
員
長

2やまのべ議会だより3 やまのべ議会だより 2023vol.122 2023vol.122



第３回

9/21～10/4

　令和４年度山辺町決算結果は、総体的に、法令・条例及び規則に準拠し処
理されており、予算の執行も適正である。歳入においては、収納対策の強化
の成果と、ふるさと納税寄附金の大幅な増加など取り組みを評価する。また
実施された未利用物品の処分など、今後においても公有財産の有効活用を進め、
財源の確保を望む。
　歳出は、各課が業務の向上対策とした調査や検討がなされること、また昨
年度の指摘事項の検討結果や検討の進捗状況をPDCA※サイクルの下、今後、
より効率的・効果的な予算執行を図られたい。
　最後に、令和４年度においては財政健全化判断比率の数値も好転する結果

となったが、将来の人口、展望を見据えた基金の増額を含めた財政健全化と中長期的な公共施設
管理計画に基づく適切な財政管理を望む。新型コロナウイルス感染症の影響として、今後、歳入
の減少や町の負担が増えることが想定されるが、健全な財政運営と財政基盤の確立を図られたい。

町ゆかりの学生に特産品の支給や
情報発信でＵターン促進

41万円

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
21
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の
14
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
決
算
委
員
会
を
設
置
し
、
令
和
４
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
、
な
ら
び
に
補
正
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

認定令和４年度　一般会計・特別会計歳出総額 96億462万円

遠藤剛代表監査委員

監査委員報告監査委員報告

原油価格、物価高騰への生活支援と さらに安全で安心してさらに安全で安心して
暮らせるまちへ暮らせるまちへ

災害時の緊急伝達手段である
防災情報システム機器更新

令和４年度ふるさと納税額
10月から３月まで
学校給食費無償

生活支援と地域経済活性化対策で
全町民に商品券配布

1540万円

5億4320万円
公共施設の老朽化に伴う
大規模改修や維持管理に
再生整備基金積み立て

3017万円

1億1586万円

愛宕沢川の復旧で自然災害の
脅威に対応
1901万円

令和４年
主な

重点事業

会計別決算明細
項　　　目 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 69億7875万7572円 66億3962万4607円

特別会計

国 民 健 康 保 険 13億9361万3627円 13億7238万  365円

介 護 保 険 15億8286万6984円 14億2065万2278円

後期高齢者医療 1億7358万    32円 1億7196万8532円

計 31億5006万  643円 29億6500万1175円

合　　計 101億2881万8215円 96億  462万5782円

公営企業会計決算
項　　　目 収益的収入 収益的支出

簡易水道事業会計 2582万6123円 3362万4927円

公共下水道事業会計 3億4799万    19円 3億3280万7812円

3000万円

※ Plan（計画）・Do（実行）・Check（評価）・Action（改善）、この４つを繰り返すことにより継続的に改善していく手法のこと

子どもたちの学習支援に
物価高騰の一助に

（主な活用事業）
子育て支援医療給付、
小中コンピューターリースなどに� 1億500万円
こだわりの「ものづくり」のまち関連へ� 2650万円
地域コミュニティ推進へ� 1000万円
ふるさと応援事業などへ� 2億2250万円

第１弾　3000円／１人
第２弾　5000円／１人
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どう使われましたか？どう使われましたか？ Q＆AQ＆A
町民の暮らしを支える予算町民の暮らしを支える予算 決算特別委員会決算特別委員会チェック

た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
Ｕ
タ
ー
ン

意
向
な
ど
）
や
、
毎
月
１

回
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に

は
「
特
産
品
が
生
活
の
糧

に
な
る
」
や
、「
県
内
の

就
職
情
報
が
役
に
立
っ

た
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

�

（
政
策
推
進
課
）

Q
い
じ
め
問
題
の
件

数
と
教
育
委
員
会

の
対
応
は
。

A
令
和
４
年
度
い
じ

め
認
知
件
数
は
、

小
学
校
で
１
９
５
件
あ
り
、

内
１
９
０
件
は
解
消
。
５

件
は
解
消
に
向
け
取
り
組

み
中
。
中
学
校
は
８
件
あ

り
、
全
て
解
消
し
て
い
る
。

　

学
校
で
聞
き
取
り
や
面

談
を
行
っ
て
お
り
、
学
校

と
連
携
し
、
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。

�

（
教
育
委
員
会
教
育
課
）

第
１
分
科
会

第
２
分
科
会

Q
山
辺
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー
の
利
用
者

は
１
０
０
０
万
人
に
達
し

た
の
か
。

A
令
和
５
年
度
中
に

１
０
０
０
万
人
達

成
の
見
込
み
で
あ
る
。

�

（
町
民
生
活
課
）

Q
愛
玩
動
物
等
飼
育

衛
生
指
導
事
業
の

猫
避
妊
・
去
勢
手
術
費
補

助
金
交
付
件
数
は
。
地
域

な
ど
か
ら
の
申
し
込
み
も

あ
る
の
か
。

A
補
助
実
績
は
35
件

で
23
万
８
１
０
０

円
。
申
し
込
み
は
個
人
か

ら
の
申
請
だ
け
だ
っ
た
。

�

（
町
民
生
活
課
）

Q
県
の
よ
う
こ
そ
赤

ち
ゃ
ん
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
ギ
フ
ト
事
業
の

ギ
フ
ト
の
内
容
は
。
ま
た

何
人
分
か
。

A
ギ
フ
ト
は
予
算
額

に
合
わ
せ
て
町
で

選
定
し
、
内
容
は
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
、
子

育
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
非

常
用
液
体
ミ
ル
ク
・
粉
ミ

ル
ク
な
ど
。
55
名
に
贈
呈

し
た
。�

（
保
健
福
祉
課
）

Q
少
子
化
対
策
事
業

の
結
婚
支
援
で
、

婚
活
支
援
員
の
紹
介
実
績

は
。
成
婚
報
酬
は
。

A
町
外
在
住
者
も
含

め
て
、
相
談
１
０

７
件
、
お
見
合
い
１
０
５

件
、
交
際
45
件
の
う
ち
成

婚
５
件
。
報
酬
は
成
婚
で

町
外
在
住
３
万
円
、
町
内

在
住
７
万
円
で
あ
る
。

�

（
保
健
福
祉
課
）

Q
商
工
業
振
興
事
業

の
空
き
店
舗
対
策

支
援
事
業
と
は
。

A
空
き
店
舗
・
空
き

工
場
な
ど
の
利
活

用
補
助
で
あ
る
。
改
装
補

助
は
上
限
１
０
０
万
円
、

賃
借
補
助
は
上
限
60
万
円
。

改
装
賃
借
と
も
に
１
件
、

飲
食
店
で
の
申
請
が
あ
っ

た
。�

（
産
業
課
）

Q
観
光
振
興
計
画
策

定
に
関
し
て
、
観

光
客
数
が
落
ち
込
ん
で
い

る
が
、
呼
び
込
む
た
め
の

方
策
は
。

総
務
課
・
防
災
対
策
課
・
税
務
課
・
会
計
課
・
政
策
推
進
課

教
育
委
員
会
教
育
課
・
議
会
事
務
局

町
民
生
活
課
・
保
健
福
祉
課
・
産
業
課

農
業
委
員
会
・
建
設
課

Q
ゴ
ル
フ
場
利
用
税

交
付
金
が
前
年
の

75
％
だ
が
、
利
用
状
況
は
。

A
令
和
３
年
度
と
比

較
し
て
利
用
者
が

７
３
０
人
減
。
コ
ロ
ナ
前

の
令
和
元
年
度
と
比
較
し

て
も
、
令
和
４
年
度
は
３

０
０
０
人
減
っ
て
い
る
。

�

（
総
務
課
）

Q
消
防
団
物
品
売
払

い
収
入
３
７
４
万

円
と
大
き
い
金
額
だ
が
、

内
容
は
。

A
令
和
３
年
度

の
消
防
団
再

編
な
ど
で
、
不
要
と

な
っ
た
消
防
車
両
４

台
を
売
り
払
っ
た
。

�

（
防
災
対
策
課
）

Q
差
し
押
さ
え

件
数
73
件
の

内
容
は
。
競
売
は
実

施
し
て
い
る
の
か
。

A
73
件
は
調
査
を
し

た
全
件
数
、
差
し

押
さ
え
充
当
し
た
の
は
40

件
。
競
売
は
実
施
し
て
い

な
い
。�

（
税
務
課
）

Q
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
金
が
約
５
億

４
千
３
０
０
万
円
と
大
幅

に
伸
び
た
が
、
町
の
特
徴

的
な
取
り
組
み
は
。

A
主
力
品
の
農
畜
産

物
の
数
量
確
保
に

力
を
入
れ
、
品
切
れ
の
な

総務文教厚生産業

い
よ
う
に
し
た
。
返
礼
品

の
開
発
や
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

の
充
実
も
行
っ
た
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
の
申
し
込
み
窓
口

を
４
サ
イ
ト
か
ら
８
サ
イ

ト
に
拡
大
し
た
。

�

（
政
策
推
進
課
）

　

Q
学
生
等
の
つ
な
が

り
地
域
定
着
促
進

事
業
の
効
果
は
。

A
特
産
品
へ
の
支
給

の
申
し
込
み
は
、

前
年
度
よ
り
約
20
名
増
の

91
名
の
申
し
込
み
が
あ
っ大幅アップのふるさと納税

楽天ふるさと納税 ふるさとチョイス ANAのふるさと納税

対象 山辺町外在住の方
山辺町内在住の方からの寄付に対しては、

返礼品を送付することはできませんので、ご了承ください。
指定期間内に山辺町にふるさと納税をすると、

個人住民税の寄附金特例控除の適用が受けられます。

山辺町の
ふるさと納税

登録品

申込
方法

私どもは、山辺町ふるさと納税の返礼品に登録されています。

山辺町・山辺町商工会

山辺町政策推進課  TEL 023-667-1110お問い合せ先

町ゆかりの学生に特産品をお届け

こんにちは赤ちゃん、すくすく育て

愛する猫の健康のために

A
観
光
の
多
様
化
、

人
口
減
少
な
ど
で
、

確
か
に
観
光
客
は
落
ち
込

ん
で
い
る
。
町
内
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
、
観
光
資
源
、

特
産
物
な
ど
を
知
ら
な
い

と
の
声
が
多
い
。
情
報
発

信
、
観
光
機
運
醸
成
、
人

材
育
成
な
ど
を
行
っ
て
い

き
た
い
。�

（
産
業
課
）

Q
県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
等
総
合
支
援
事

業
で
町
で
は
14
件
の
実
績

と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う

や
っ
て
選
定
し
た
の
か
。

A
先
着
順
で
あ
る
。

14
件
の
申
請
で
満

額
と
な
っ
た
。
事
前
に
申

請
い
た
だ
き
、
許
可
が
下

り
て
か
ら
の
リ
フ
ォ
ー
ム

着
工
と
な
る
。�（
建
設
課
）

　９月 25日に、議長を除く全議員が所属する決算特別委
員会が設置され、委員長に竹俣朋議員、副委員長に武田啓
一郎議員を選出しました。26日、27日は第一分科会（総
務文教関係）、28日、29日は第二分科会（厚生産業関係）
の審査を行い、10月４日の本会議にて全員一致で認定しま
した。
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第３回定例会
９月21日～10月4日議案審議議案審議安心・安全な

まちづくりを目指して
令和５年度一般会計補正予算
　歳入歳出それぞれ１億836万円を追加し
　　総額62億7052万円に

○新型コロナウイルスワクチン接種事業
　接種委託とコールセンター業務委託に………………………1144万円の増
○子育て支援医療給付事業　
　外来療養の支給対象を引き上げ…………………………………320万円の増
○福祉灯油購入費助成補助に………………………………………255万円の増
○高齢者施設等物価高騰対策支援に………………………………250万円の増
○ホームページ管理事業
　ホームページデザイン変更業務委託に…………………………330万円の増

主な補正内容

令和５年度　山辺町一般会計補正予算

請願第１号

請 願 名 食料・農業・農村基本法の見直しに関する請願

請 願 者 山形農業協同組合　代表理事組合長　岡崎輝明
山形農協農政対策協議会　会長　岡崎輝明

趣 旨 　国から令和５年度の食料・農業・農村基本法の見直しが示された。現在、生産資材の
価格高騰など食料安定供給リスクが顕在化し、その深刻化が懸念されていることから、
食料安全保障強化の実現に向け、現場の課題を十分に検証したうえで適正かつ万全な対
策を講じるよう求める。

紹介議員 武田啓一郎 結 　 果 採択

条
例
の
改
正

山
辺
町
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

・�

消
防
団
員
の
定
数
３
５
０
人
を
２
９
５
人

に
。�

（
令
和
５
年
10
月
１
日
施
行
）

・�

定
数
の
43
人
以
内
に
、
特
定
の
任
務
に
従

事
す
る
「
機
能
別
団
員
」
を
設
置
す
る
。

　

�

ま
た
、
消
防
団
員
の
出
動
報
酬
を
引
き
上

げ
る
。�

（
令
和
６
年
４
月
２
日
施
行
）

山
辺
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

・�

消
防
団
員
（
班
長
及
び
団
員
階
級
）
の
年

額
報
酬
を
引
き
上
げ
る
。

　

�

（
令
和
６
年
４
月
２
日
施
行
）

山
辺
町
医
療
給
付
金
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正

・�

子
育
て
支
援
医
療
に
つ
い
て
、
外
来
療
養

の
支
給
対
象
を
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
引
き
上
げ
る
。

　

�（
令
和
５
年
12
月
１
日
以
後
に
行
わ
れ
た
医

療
行
為
が
適
用
）

山
辺
町
飲
料
水
供
給
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正

・�「
西
黒
森
、
楢
実
沢
、
摂
待
」、「
杉
下
」
の

給
水
区
域
の
円
滑
な
推
進
と
受
益
者
負
担
の

人
事
案
件

山
辺
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
同
意

黒
坂
雅
人
氏
（
畑
谷
）

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

補
充
員
の
選
挙

選
挙
管
理
委
員　

村
山
賢
司
氏
、
宗
田
一
彦
氏

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
勇
一
氏
、
大
沼
砂
織
氏

補　

充　

員　

樋
口
秀
顕
氏
、
元
木
幸
子
氏

　
　
　
　
　
　
　

渡

真
好
氏
、
栗
原　

泉
氏

令
和
４
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及
び

公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

　

�

本
制
度
に
よ
る
審
査
が
始
ま
っ
た
平
成
19

年
度
以
降
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
は
当
該
比
率
が
な
く
、
令
和
４

年
度
は
将
来
負
担
比
率
も
な
し
と
な
っ
た
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直

し
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

報
第
３
号

議
員
発
議
第
３
号

ホームページをさらに見やすく

特別会計補正予算特別会計補正予算
会　計　名 予　算　増　減 総　　額

国 民 健 康 保 険 843 万円の減 14 億 4145 万円
介 護 保 険 1 億 5737 万円の増 18 億 3121 万円
後 期 高 齢 者 医 療 149 万円の増 1 億 8008 万円

公営企業会計補正予算公営企業会計補正予算
会　計　名 予　算　増　減 総　　額

簡 易 水 道 事 業 77 万円の増 3709 万円
公 共 下 水 道 事 業 185 万円の減 3 億 6228 万円

○シティプロモーション推進事業
　（SNS運用委託など）に…………… 313万円の増
○戸籍事務事業
　（記念撮影ブース購入）に…………… 47万円の増
○光ファイバー共架・添架移転工事
　（湯舟地区）に……………………… 231万円の増
○道路除雪業務委託に…………… 3000万円の増

※収益的支出を記載。

公
平
性
を
図
る
た
め
、
料
金
の
見
直
し
を
行

う
。�

（
令
和
６
年
４
月
１
日
施
行
）
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９月の定例議会では、４名の議員が一般質問を行いました。

質問

地
方
政
治
の
重
要
性

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
政

治
活
動
へ
の
参
加
を
促
す

活
動
が
重
要
で
は
。

答弁

政
治
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
も

「
政
治
へ
の
参
加
」
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
ず
は
議
会
の
傍
聴
者

を
増
や
す
こ
と
が
大
切
。

動
画
配
信
サ
イ
ト
で
定
例

会
等
を
配
信
し
て
お
り
、

ど
こ
で
も
議
会
を
傍
聴
で

き
る
環
境
だ
。

　

議
会
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
傍
聴
者

を
増
や
す
方
法
な
ど
、
議

会
側
か
ら
の
要
請
が
あ
れ

ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質問

選
挙
へ
出
馬
・
立
候

補
す
る
た
め
の
環
境

整
備
、
政
策
立
案
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
重
要
で
は
。

答弁

町
議
会
議
員
を
目
指

す
方
が
立
候
補
し
や

す
い
環
境
と
な
る
よ
う
、

町
で
は
「
選
挙
運
動
費
用

に
関
す
る
公
費
負
担
制
度

の
実
施
」
や
「
選
挙
公
報

の
発
行
」、「
公
営
ポ
ス

タ
ー
掲
示
場
の
設
置
」
を

行
っ
て
い
る
。

　

政
策
立
案
に
つ
い
て
は
、

議
員
研
修
な
ど
へ
積
極
的

町政町政ののここここははどうする？どうする？
　一般質問は、議員が町の行財政や将来に対する考え方などを問い、適切な町政運営を進め
ているかチェックするものです。山辺町議会では、年４回の定例会で議員が一般質問をして
います。

一般質問

に
参
加
で
き
る
よ
う
環
境

整
備
に
努
め
て
い
る
。

質問

議
員
の
定
数
と
報
酬

に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答弁

議
員
報
酬
や
議
員
定

数
に
つ
い
て
は
、
議

員
や
町
民
の
皆
さ
ま
そ
れ

ぞ
れ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
方
が
あ
る
。

　

議
員
報
酬
や
議
員
定
数

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
議

会
内
で
の
議
論
を
充
分
に

行
っ
て
必
要
に
応
じ
、
町

と
し
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

町ホームページ
山辺町議会内で
議会中継を
発信中!!

議会
活性化

町
議
会
選
挙
無
投
票
当
選
を
受
け
、

�

町
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は

（
町
長
）
議
会
と
町
が
連
携
し
、
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

鍋倉　竹志

政治への参加を

定例会のお知らせ

※ 一般質問は、一問一答方式ですが、
紙面の関係で主な質問と答弁を要約
して掲載しています。

鍋倉　竹志　　　　　　　　　　今般の町議会選挙無投票当選の
　　　　　　　　　　　　　　　事態を受け、町当局が取り組むべき
　　　　　　　　　　　　　　　ことは

議会活性化

村山　幸一　　　　　　　　　　アフターコロナにおける
　　　　　　　　　　　　　　　地域コミュニティづくりビジョンに
　　　　　　　　　　　　　　　ついて

まちづくり

鈴木　誠也　　　　　　　　　　やまのべの未来のために
　　　　　　　　　　　　　　　人材育成を�

人材育成

日野　一春　　　　　　　　　　小中学校・給食費の無償化並びに
　　　　　　　　　　　　　　　高校生までの医療費・無料化に
　　　　　　　　　　　　　　　ついて

子育て支援

次回の定例会は12月です。
傍聴については、町ホームページをご覧
ください。
電話 023-667-1117（議会事務局）

質問

次
世
代
に
託
す
た
め

の
人
づ
く
り
、
町
づ

く
り
の
基
盤
を
つ
く
っ
て

い
く
考
え
は
。

答弁

各
種
団
体
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
社
会
教

育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
、将
来
的
な「
ひ

と
づ
く
り
・
町
づ
く
り
」

の
基
盤
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

質問
「
や
ま
の
べ
の
良
さ
」

を
発
信
す
る
た
め
の

街
中
ガ
イ
ド
の
人
材
育
成

の
考
え
は
。

答弁

各
公
民
館
や
ふ
る
さ

と
資
料
館
に
お
い
て

地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た

講
座
を
開
催
し
、
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
人

材
育
成
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

質問

や
ま
の
べ
の
未
来
の

た
め
に
行
政
と
住
民

と
の
勉
強
会
開
催
の
考
え

は
。

答弁

社
会
教
育
は
、
人
々

の
自
発
的
な
学
習
活

動
を
基
盤
と
し

て
お
り
、
行
政

側
か
ら
学
習
課

題
を
町
民
に
与

え
る
こ
と
は
な

じ
ま
な
い
た
め
、

社
会
教
育
に
お

け
る
、
行
政
と

住
民
と
の
勉
強

会
の
開
催
に
つ

い
て
は
考
え
て

い
な
い
。

質問

町
長
は
起

業
家
で
も

あ
る
が
、
町
の

ト
ッ
プ
と
し
て

独
自
の
人
材
育

成
の
考
え
は
。

答弁

人
材
育
成
は
町
に

と
っ
て
一
番
の
大
事

な
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

未
来
の
山
辺
町
を
元
気

に
し
て
い
く
た
め
に
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

く
。

人材育成

や
ま
の
べ
の
未
来
の
た
め
に

�

人
材
育
成
を

（
町
長
）「
人
づ
く
り
」「
絆
づ
く
り
」

と
い
う
社
会
教
育
が
果
た
す
役
割
は

大
き
く
な
っ
て
い
る

鈴木　誠也

質問

町
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
を
発
足
さ
せ
て

か
ら
９
年
に
な
る
。
発
足

前
と
現
在
を
比
較
し
て
ど

う
進
化
し
て
き
た
と
捉
え

て
い
る
か
。

答弁

地
域
の
実
情
や
そ
の

時
々
の
状
況
に
応
じ

な
が
ら
、
町
内
会
単
位
を

超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

地
域
課
題
な
ど
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
が
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
時
間
の
経
過
に
伴

う
意
識
の
変
化
も
あ
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
ご
と
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の

活
動
に
も
温
度
差
が
み
ら

れ
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

質問

町
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
へ
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
が
、
そ
の

成
果
と
効
果
は
。

答弁

令
和
元
年
度
ま
で
は
、

主
に
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
事
業
や
住
民
の

つ
な
が
り
や
「
絆
」
を
深

め
る
事
業
が
行
わ
れ
た
が
、

令
和
２
年
度
の
補
助
制
度

の
見
直
し
以
降
は
、
地
域

課
題
解
決
に
取
り
組
む
事

業
へ
と
移
行
を
進
め
、
防

災
意
識
の
向
上
や
住
民

同
士
の
協
力
意
識
の
改

革
、
地
域
環
境
へ
の
美

化
活
動
の
促
進
が
図
ら

れ
て
い
る
。

質問

今
後
の
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
」
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答弁

町
内
会
を
基
本
と

し
て
、
よ
り
充
実

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

の
体
制
づ
く
り
、
公
民

館
な
ど
を
拠
点
と
し
た

活
動
、
地
域
活
動
へ
の

まちづくり

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は

（
町
長
）
快
適
で
や
す
ら
ぎ
が
感
じ

ら
れ
る
安
心
安
全
な
町
の
実
現
に
取

り
組
む

村山　幸一

継
続
的
な
支
援
・
推
進
が

必
要
と
考
え
、
令
和
６
年

度
か
ら
補
助
制
度
を
見
直

し
、
地
区
と
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
と
の
「
つ
な
が
り
」

を
さ
ら
に
強
化
し
、
活
動

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
職
員
地
域
担

当
制
の
推
進
に
よ
り
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な

情
報
提
供
と
活
動
提
案
を

行
う
な
ど
、
町
民
と
行
政

に
よ
る
信
頼
関
係
に
基
づ

く
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

推
進
を
図
っ
て
い
く
。

安全なまちづくりは地域から（近江地区防災訓練）

安達峰一郎博士に続く人材を
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新しい町への挑戦

質問

私
は
選
挙
中
、
以
前

の
立
候
補
準
備
中
に

お
い
て
町
内
各
地
域
の
か

た
が
た
へ
町
政
へ
の
考
え
を

街
頭
か
ら
直
接
的
に
言
葉

で
訴
え
、
ま
た
広
報
ビ
ラ

で
お
伝
え
し
て
き
た
。
そ

の
な
か
で
多
く
の
町
民
が

関
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ

た
町
の
施
策
が
「
小
中
学

校
給
食
費
の
無
償
に
つ
い

て
」
と
「
子
ど
も
医
療
費

無
償
の
内
容
」
だ
っ
た
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
は
、
高
校
３
年
生
ま
で

無
料
で
あ
れ
ば
子
供
も
保

護
者
も
懐
具
合
を
心
配
せ

ず
に
医
療
機
関
に
安
心
し

て
受
診
で
き
る
。

　
前
述
の
２
項
目
は
本
来
、

国
の
子
育
て
施
策
で
や
る

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
国
が
な
か
な
か
や
ら

な
い
の
で
革
新
的
な
自
治

体
が
一
歩
一
歩
、
実
現
へ

の
道
筋
を
つ
く
り
、
全
国

の
自
治
体
へ
と
波
及
し
て

い
る
。

　

町
中
学
校
の
給
食
費
無

償
助
成
制
度
と
高
校
生
の

医
療
費
無
償
助
成
制
度
に

つ
い
て
、町
長
の
考
え
は
。

答弁

学
校
給
食
法
に

よ
り
給
食
の
食

材
材
料
費
に
つ
い
て

は
保
護
者
負
担
が
原

則
だ
が
、
町
で
は
保

護
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長

と
子
育
て
支
援
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
令
和
４
年

10
月
か
ら
令
和
６
年

３
月
ま
で
の
給
食
費

に
つ
い
て
無
償
措
置

を
実
施
し
て
い
る
。

以
降
も
継
続
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

　

子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
制
度
と
し
て

子育て
支援

給
食
費
・
こ
ど
も
医
療
費
の

�

無
償
化
に
つ
い
て

（
町
長
）
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
子
育
て
支
援
を
推
進

す
る

日野　一春

平
成
26
年
度
か
ら
、
中
学

校
３
年
生
ま
で
を
対
象
と

し
て
、「
子
育
て
支
援
医

療
給
付
事
業
」
を
実
施
し

て
き
た
。
本
年
４
月
か
ら

は
入
院
診
療
に
か
か
る
費

用
の
助
成
を
高
校
生
に
ま

で
拡
大
し
て
実
施
し
て
い

る
。
外
来
診
療
に
か
か
る

費
用
助
成
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
12
月
の
受
診
分

か
ら
に
な
る
よ
う
本
議
会

に
上
程
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

野菜の収穫体験。給食を残さないようがんばります

　

国
道
４
５
８
号
に
関
連
す
る
主
要
地
方
道
山
形
朝
日
線

山
辺
地
内
の
交
通
安
全
道
路
事
業
（
上
宿
―
大
寺
西
之
表

間
）
が
、
大
き
く
前
進
す
る
計
画
変
更
案
の
動
き
が
あ
る

と
し
て
、
鈴
木
学
県
議
会
議
員
か
ら
も
特
別
同
席
を
い
た

だ
き
、
建
設
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
、
現
地
検
分
も
行
い

ま
し
た
。

　

整
備
区
間
の
延
長
と
西
之
表
交
差
点
か
ら
北
に
む
か
っ

て
大
寺
地
内
信
号
機
交
差
点
ま
で
を
、
両
側
歩
道
設
置
と

し
て
取
り
組
む
な
ど
の
計
画
変
更
案
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

出
羽
丘
陵
東
斜
面
を
貫
く
国
道
４
５
８
号
が
、
県
内
で

最
も
住
み
続
け
た
い
町
の
交
通
ア
ク
セ
ス
、
生
活
環
境
と

も
に
最
適
な
地
域
沿
線
と
な
る
よ
う
に
、
一
日
も
早
い
改

良
促
進
整
備
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
熱

い
思
い
を
持
っ
て
、

町
、
そ
し
て
鈴
木

学
県
議
会
議
員
と

と
も
ど
も
、
国
道

４
５
８
号
改
良
促

進
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。

大
寺
中
心
部
は
両
側
歩
道
に

国
道
４
５
８
号
改
良
促
進
特
別
委
員
会　

歩行者の安全のために早期の歩道設置を

　

山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
の
広
報

研
修
会
（
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

が
７
月
18
日
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
で
行

わ
れ
、
委
員
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
長
岡
光
弘
氏
で
、「
紙
面
表
現
の
基

本
を
知
る
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た

だ
き
、
そ
の
後
各
議
会
だ
よ
り
の
講

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
誌
の
特
性
と
し
て
は

①
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
る

②�

他
の
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
に
比
べ

て
情
報
量
を
多
く
発
信
で
き
る

③�

手
に
取
っ
て
じ
っ
く
り
と
読
め
る

　

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
を
活
か
す
重

要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

や
ま
の
べ
議
会
だ
よ
り
は
、
表
紙

の
構
成
は
デ
ザ
イ
ン
的
に
よ
く
で
き

て
い
る
。
色
彩
も
う
ま
く
使
っ
て
い

る
。
全
体
に
見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト

な
ど
、
全
般
的
に
は
良
い
評
価
を
い

た
だ
い
た
も
の
の
、
中
紙
面
の
一
部

は
、
条
例
の
一
部
改
正
の
内
容
が
な

く
、
住
民
に
伝
わ
り
づ
ら
い
部
分
が

あ
る
な
ど
の
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
、

①
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
明
確
に

②�

長
文
は
避
け
、
日
付
や
項
目
を
簡

潔
に

③
住
民
目
線
の
見
や
す
い
紙
面

な
ど
に
さ
ら
に
気
を
付
け
、
ま
す
ま

す
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
作

り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
皆
さ
ま
の

ご
意
見
な
ど
も
掲
載
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

取
材
へ
の
ご
協
力
も
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

町
の
政
策
が
発
展
的
、
効
率
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
各
常
任
委
員
会
で

議
論
し
検
討
し
て
き
た
政
策
の
方
向

性
を
「
提
言
書
」
に
取
り
ま
と
め
、

10
月
25
日
神
保
稔
議
長
か
ら
町
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

１�　

防
災
備
蓄
品
の
内
容
と
量
の
充

実
と
、
自
主
防
災
組
織
の
活
発
化

を
促
す
施
策
を
。

２�　

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
学
校
や
家
庭
、
地
域
と
連
携

し
た
未
然
防
止
の
対
策
を
。

３�　

大
き
く
伸
び
た
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
の
返
礼
品
の
充
実
や
確
保

を
し
、
あ
ら
た
な
基
準
に
則
し
て

さ
ら
な
る
事
業
拡
大
を
。

４�　

財
政
調
整
基
金
、
公
共
施
設
等

再
生
整
備
基
金
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
事
業
基
金
を
貴
重
な
財
源
と
し

て
積
極
的
な
有
効
活
用
を
。

５�　

山
辺
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
内
の

空
き
部
屋
な
ど
を
活
用
し
て
誘
客

を
図
り
、
観
光
資
源
と
し
て
の
位

置
づ
け
を
。

６�　

成
果
を
あ
げ
て
い
る
婚
活
支
援

事
業
は
少
子
化
問
題
の
改
善
に
も

つ
な
が
る
の
で
、
さ
ら
な
る
支
援
を
。

７�　

県
が
再
整
備
を
す
る
方
針
を
示

し
て
い
る
畑
谷
の
県
民
の
森
に
関

し
、
町
も
県
と
の
連
携
を
図
り
、

大
切
な
観
光
資
源
と
位
置
づ
け
し
、

交
流
人
口
の
増
加
を
。

８�　

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
し
、
長
期

的
な
計
画
を
立
て
、
国
や
県
の
補

助
金
や
助
成
金
を
活
用
し
て
、
町

の
持
続
可
能
な
社
会
構
築
の
た
め

に
効
果
的
な
投
資
を
。

（
提
言
書
に
則
し
、
わ
か
り
や
す
い
文
言
に

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

住
民
目
線
の
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を

議
会
が
「
政
策
提
言
書
」
を
提
出

県
町
村
議
会
広
報
研
修

政
策
提
言

今回も褒められました

より良いまちづくりのために

町の財産を生かし町の財産を生かし
� うるおうまちづくり� うるおうまちづくり
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新しい町への挑戦

２
人
の
議
員
が
退
任

　

８
月
27
日
執
行
の
議
員
改
選
に
と
も
な
い
、
広
報
常
任

委
員
会
の
委
員
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
町
内
外

の
皆
さ
ま
に
し
っ
か
り
と
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
広
報

誌
を
目
指
し
て
、
紙
面
づ
く
り
に
勤
し
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

議
会
で
の
文
言
は
わ
か
り
に
く
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。「
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
？
」「
こ
こ
は
ど

の
よ
う
な
内
容
を
示
し
て
い
る
の
？
」
な
ど
、
わ
か
ら
な

い
表
現
が
あ
っ
た
ら
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

読
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に
し
て
、
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
委
員
会
メ

ン
バ
ー
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ま
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
し
す

る
出
前
議
会
で
、

生
の
声
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

出
前
議
会
は
少

な
い
人
数
で
も

ご
指
定
い
た
だ

い
た
会
場
に
こ

ち
ら
か
ら
伺
い

ま
す
。
近
く
の

議
員
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

８
月
の
改
選
に
あ
た
り
、
２
名

の
議
員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
皆
さ
ま
の
負
託
を
受
け
、

声
を
届
け
、
町
政
発
展
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
活
躍
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　

朝
日
山
辺
両
町
協
議
会
役
員
会

が
10
月
12
日
に
、
朝
日
町
役
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
協
議
会
は
11
月

13
日
に
開
か
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

次
号
に
て
！

絶
賛
手
作
り
中
！

広
報
常
任
委
員
会
紹
介

イ近 ベ隣 ト町 ン市 報情の
イベント 場　所 期　日 内　容 問合せ

上
山
市

かみのやま
ラ・フランス
スイーツフェスタ

上山市内
11月11日（土）

～
12月中旬

「平棚仕立栽培」で特別に育てられた「か
みのやまラ・フランス」。
かみのやまラ・フランスを使ったオリジ
ナルスイーツを上山市・山形市の菓子店
13店舗が開発しました。甘くなめらかで
芳醇なラ・フランスをスイーツハシゴで
楽しんでください。

上山市農林夢づくり課
℡023-672-1111

上山城元旦登城 上山城

令和６年
１月１日

（月・祝）
午前７時15分～
午後４時（予定）

新年の幕開けに上山城の天守閣で、「三
つの吉」と書く縁起の良い三吉山からの
初日の出を拝んでみませんか。先着の方
には記念品の配布を予定しております。

公益財団法人
上山城郷土資料館
℡023-673-3660

中
山
町

中山町初市
中山町いずみ
ひまわり温泉
ゆ・ら・ら前 

令和６年
１月14日（日）
午前10時30分

から

商売繁盛を願い江戸時代から続く伝統行
事「初市」

中山町観光協会事務局
℡023-662-2114

町の財産を生かし町の財産を生かし
� うるおうまちづくり� うるおうまちづくり

　

令
和
４
年
12
月
に
「
山
辺
町
観
光

振
興
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
観
光
資
源
を
つ
な
ぎ
、
生
か

し
、
町
全
体
で
観
光
振
興
を
推
進
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
わ
が
議
会
で
も
、

先
進
地
と
意
見
交
換
し
見
識
を
深
め

る
こ
と
を
計
画
し
、
10
月
16
日
～
17

日
に
福
島
県
三
春
町
と
棚
倉
町
へ
行

政
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

三
春
町
は
有
名
な
滝
桜
の
ほ
か
の

資
源
も
観
光
に
つ
な
げ
た
い
と
の
思

い
と
、
郡
山
市
と
の
広
域
連
携
な
ど

の
可
能
性
か
ら
、
平
成
26
～
27
年
度

に
日
本
観
光
振
興
協
会
の
「
魅
力
あ

る
観
光
地
域
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事

業
」
の
地
域
に
選
ば
れ
、
事
業
を
進

め
て
い
ま
し
た
。
観
光
資
源
の
掘
り

起
こ
し
と
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な

ど
、
官
民
一
体
と
な
り
事
業
を
進
め
、

桜
の
季
節
以
外
に
も
観
光
客
が
訪
れ
、

街
な
か
も
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

事
業
の
実
施
を
契
機
と
し
、
町
の
観

光
振
興
事
業
に
本
格
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

棚
倉
町
は
神
社
仏
閣
と
蔵
の
町
で

す
。
棚
倉
町
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
、

観
光
ガ
イ
ド
の
あ
り
方
な
ど
も
勉
強

し
ま
し
た
。

　

わ
が
町
も
三
春
町
の
よ
う
に
、
県

で
一
番
大
き
い
市
に
隣
接
し
て
い
ま

す
。
ま
た
棚
倉
町
同
様
に
寺
院
の
多

い
町
で
す
。
三
春
町
、
棚
倉
町
の
良

い
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と
取
り
入
れ

て
、
議
員
一
丸
と
な
り
、
よ
り
良
い

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
の
思
い
を
強
く
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
行
政
視
察
研
修
で
得
た

も
の
を
必
ず
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
10
月
20
日
、
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
東
京
大
学
教
授�

鈴
木
宜

弘
氏
よ
り
「
今
後
の
日
本
農
業
の
課

題
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
自
国
で
安
全
で
安
心
な
食
料

を
生
産
し
、
加
工
、
流
通
さ
せ
、
最

終
的
に
消
費
に
結
び
つ
け
る
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
食
料
の
安
全
保
障
が
、

コ
ロ
ナ
禍
や
世
界
の
地
域
間
の
紛
争

に
よ
り
脅
か
さ
れ
て
い
る
状
況
下
に

あ
る
た
め
、
自
給
率
を
高
め
る
必
要

性
も
説
か
れ
、
地
域
農
業
、
国
内
農

業
を
ま
も
る
た
め
の
行
政
の
役
割
が

大
き
い
こ
と
に
触
れ
ら
れ
、
難
し
い

内
容
も
笑
い
を
交
え
な
が
ら
、
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
正
大
学
教
授�

江
藤
俊

昭
氏
よ
り
「
町
村
議
会
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。
２
０
２
３

年
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
、
議

員
の
な
り
手
不
足
の
深
刻
化
と
、
投

票
率
の
低
下
、
無
投
票
当
選
者
の
増

加
が
課
題
と
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
立

候
補
者
数
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
女

性
や
若
い
世
代
か
ら
の
立
候
補
を
促

す
必
要
性
と
、
議
会
の
活
性
化
に
必

要
不
可
欠
な
〝
住
民
参
加
型
〟
の
新

た
な
手
法
の
構
築
に
つ
い
て
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
で
は
、
安
全
な
日
本
の
食
料

を
ま
も
る
た
め
、
持
続
可
能
な
、
健

康
で
豊
か
な
未
来
に
つ
な
げ
る
よ
う
、

食
に
携
わ
る
企
業
が
支
え
合
う
こ
と

の
重
要
性
を
、
町
村
議
会
で
は
、
議

員
の
使
命
の
再
確
認
と
、
住
民
自
治

に
積
極
的
に
関
わ
る
必
要
性
を
学
び

ま
し
た
。
有
意
義
で
、
大
変
勉
強
に

な
る
研
修
会
で
し
た
。

魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
を

地
域
農
業
と
地
方
自
治
の

�

こ
れ
か
ら
の
展
望
を
学
ぶ

行
政
視
察
研
修

町
村
議
会
議
員
研
修

三春町の観光振興の説明に真剣に聞き入る

県内町村議員が一堂に会して学ぶ

新メンバーでがんばります

斉藤　昭彦�氏
在職16年

峯田　　博�氏
在職４年
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